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有
形
民
俗
文
化
財
の

県
指
定

　
二
〇
一
四
年
三
月
、
黒
滝
村
民
俗
資
料

館
（
黒
滝
村
旧
役
場
庁
舎
二
階
）
に
収
集
、

整
理
さ
れ
た
「
黒
滝
の
樽
丸
製
作
用
具
」

一
〇
三
点
が
奈
良
県
の
有
形
民
俗
文
化
財

に
指
定
さ
れ
た
（
※
）。
市
町
村
所
有
の

も
の
で
は
民
具
に
よ
る
唯
一
の
県
指
定
で

あ
る
（
ち
な
み
に
国
の
重
要
有
形
民
俗
文

化
財
指
定
で
は
十
津
川
村
の
「
十
津
川
郷

の
山
村
生
産
用
具
」
が
あ
る
）。

　
二
〇
〇
七
年
三
月
に
は
樽
丸
製
作
用

具
を
含
む
「
吉
野
林
業
と
林
産
加
工
用

具
」
が
国
の
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
、

二
〇
〇
八
年
三
月
に
「
吉
野
の
樽
丸
製
作

技
術
」
が
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
お
り
、
今
回
の
県
指
定
も
樽

丸
の
製
作
技
術
に
関
す
る
文
化
財
指
定
の

一
連
の
流
れ
の
中
に
あ
る
。

吉
野
林
業
に
つ
い
て

　
吉
野
林
業
と
は
、
正
確
に
は
吉
野
川
の

上
流
域
に
あ
る
川
上
村
、
東
吉
野
村
、
黒

滝
村
の
三
村
で
構
成
さ
れ
て
い
る
地
域
の

林
業
を
い
う
。

　
吉
野
の
材
が
多
量
に
搬
出
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
、
天
正
年
間
、
豊
臣
秀
吉

が
当
地
を
領
有
し
、
大
坂
城
や
伏
見
城
を

は
じ
め
、
畿
内
の
城
郭
建
築
そ
の
他
、
神

社
仏
閣
の
普
請
用
材
の
需
要
が
増
加
し
始

め
た
頃
か
ら
と
さ
れ
て
い
る
。

　
最
大
の
木
材
消
費
地
で
あ
る
大
坂
市
場

に
近
く
、
吉
野
川
の
水
運
に
よ
っ
て
和
歌

山
、
大
坂
へ
の
輸
送
が
発
達
し
た
こ
と

が
、
材
木
、
林
産
物
の
商
品
化
を
進
展
さ

せ
、
育
成
林
業
の
発
展
を
促
し
た
要
因
で

も
あ
っ
た
。

酒
造
業
の
発
展
と
酒
樽

　
近
世
初
期
、
灘
や
伊
丹
方
面
の
酒
造
業

に
お
け
る
技
術
革
新
と
大
量
生
産
化
に
と

も
な
い
、
酒
樽
の
需
要
が
激
増
し
た
。
清

酒
の
大
量
生
産
と
遠
距
離
輸
送
が
可
能
に

な
っ
た
の
は
、
桶
や
樽
が
作
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
実
は
日
本
に
お
い
て
桶
や
樽
が
出
現
す

る
の
は
そ
れ
ほ
ど
古
い
時
代
で
は
な
く
、

室
町
時
代
に
な
っ
て
か
ら
だ
と
言
わ
れ
て

い
る
。
当
時
で
も
木
製
の
容
器
と
し
て
は

薄
い
木
の
板
を
丸
く
曲
げ
た
曲
物
が
ま
だ

ま
だ
主
流
で
あ
っ
た
。
木
製
の
曲
物
で
は

大
き
な
容
器
は
作
れ
な
い
上
に
水
が
漏
れ

や
す
い
。
水
の
漏
れ
な
い
壷
や
甕
の
よ
う

な
陶
器
は
、
大
き
な
も
の
は
作
れ
て
も
重

い
上
に
割
れ
や
す
い
た
め
、
運
搬
や
輸
送

に
は
不
向
き
で
あ
る
。

　
そ
れ
に
く
ら
べ
て
桶
や
樽
は
堅
牢
で
あ

り
な
が
ら
大
き
な
容
器
が
作
れ
、
ま
た
規

格
品
を
大
量
に
生
産
で
き
る
こ
と
も
優
れ

た
点
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
大
量
の
需

要
に
応
え
ら
れ
る
だ
け
の
良
質
な
杉
を
生

産
す
る
こ
と
の
で
き
る
産
地
と
し
て
発
展

し
た
の
が
吉
野
地
方
で
あ
っ
た
。

吉
野
の
樽
丸

　
樽
丸
と
は
、
清
酒
の
貯
蔵
や
運
搬
で
用

い
ら
れ
る
酒
樽
の
材
料
で
あ
る
ク
レ
と
呼

ば
れ
る
杉
材
を
竹
の
輪
で
束
ね
た
も
の

で
、
こ
れ
を
作
る
職
人
を
樽
丸
師
、
あ
る

い
は
丸
師
と
呼
ん
だ
。

　
江
戸
時
代
、
品
質
の
優
れ
た
上
方
の
酒

は
杉
の
酒
樽
に
詰
め
ら
れ
、
馬
や
船
に

よ
っ
て
江
戸
に
送
ら
れ
た
が
、
こ
の
間
に

酒
に
は
杉
の
キ
ガ
（
木
香
）
が
つ
い
て
独

特
の
香
り
と
味
に
な
り
、
江
戸
の
人
々
に

喜
ば
れ
た
。

　
吉
野
で
は
そ
の
原
材
料
と
し
て
、
節
が

無
く
真
っ
直
ぐ
で
、
年
輪
の
細
か
く
素
直

に
通
っ
た
杉
の
大
径
木
を
生
産
す
る
技
術

が
発
達
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
材
料
と

な
る
ス
ギ
は
八
〇
年
生
以
上
の
コ
ウ
キ

（
古
木
の
こ
と
）
で
あ
る
。
真
っ
直
ぐ
で
、

節
の
な
い
、
年
輪
幅
が
細
か
く
均
一
に

揃
っ
た
木
が
良
い
樽
丸
材
と
さ
れ
る
。

　
杉
は
周
辺
部
の
辺
材
は
白
く
、
中
心
部

の
心
材
は
赤
い
。
前
者
を
シ
ロ
（
白
）、

後
者
を
ア
カ
（
赤
）
と
い
う
。
ア
カ
は
油

を
含
み
、
腐
り
に
く
く
、
酒
樽
に
す
る
と

酒
に
独
特
の
キ
ガ
を
与
え
る
。
シ
ラ
タ
と

ア
カ
の
境
目
両
方
を
含
む
も
の
は
コ
オ
ツ

キ
（
甲
付
）
と
い
っ
て
外
側
が
白
く
、
内

側
が
赤
い
酒
樽
に
な
り
、
最
も
上
等
と
さ

れ
た
。

　
極
端
な
密
植
と
短
期
間
の
間
伐
を
数
多

く
繰
り
返
し
、
長
伐
期
と
す
る
と
こ
ろ
に

吉
野
林
業
の
特
徴
が
あ
る
。
植
林
の
密
度

を
高
く
す
る
こ
と
で
若
い
時
期
に
木
が
あ

ま
り
生
長
せ
ず
、
梢
と
元
の
太
さ
に
あ
ま

り
差
が
出
ず
、
年
輪
巾
が
狭
く
細
か
く
な

る
。
こ
れ
は
酒
樽
の
原
料
で
あ
る
樽
丸
の

生
産
を
目
的
と
し
た
た
め
で
あ
っ
た
。

　
明
治
三
十
一
年
刊
の『
吉
野
林
業
全
書
』

に
よ
れ
ば
、
そ
も
そ
も
吉
野
に
お
け
る
樽

丸
の
発
祥
は
、
享
保
年
間
に
和
泉
国
堺
の

商
人
が
芸
州
の
職
人
を
黒
滝
村
鳥
住
に
連

れ
て
来
て
村
人
に
教
え
た
の
が
そ
の
は
じ

ま
り
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
鳥

住
の
住
人
が
川
上
村
高
原
へ
伝
え
、
そ
の

後
、
吉
野
全
域
に
拡
が
っ
た
と
い
う
。
日

清
戦
争
以
後
は
酒
樽
作
り
が
盛
ん
に
な

り
、
大
正
か
ら
昭
和
の
初
め
頃
ま
で
が
最

盛
期
で
あ
っ
た
。
戦
後
は
ホ
ー
ロ
ー
タ
ン

ク
や
合
成
樹
脂
の
容
器
が
一
般
に
も
広

ま
っ
た
た
め
に
、
樽
丸
は
昭
和
三
十
年
代

以
降
は
急
速
に
作
ら
れ
な
く
な
っ
た
。

　
樽
丸
の
仕
事
は
、
灘
や
西
宮
の
樽
丸
問

屋
が
資
金
を
出
し
、
事
業
主
で
あ
る
親
方

を
雇
う
。
親
方
が
山
（
立
木
）
を
買
い
付

け
、
現
場
監
督
で
あ
る
棟
梁
を
雇
い
、
棟

梁
は
樽
丸
を
作
る
職
人
で
あ
る
丸
師
を
集

め
、
山
に
送
り
込
む
の
で
あ
る
。
丸
師
は

山
で
二
、三
日
だ
け
試
し
に
仕
事
を
し
た

後
、
親
方
を
現
場
に
ま
で
呼
ん
で
、
親
方

と
棟
梁
、
丸
師
の
三
者
で
一
丸
の
請
負
額

を
話
し
合
い
、
折
り
合
い
が
つ
け
ば
仕
事

を
始
め
た
。

　
丸
師
は
原
木
の
あ
る
山
に
小
屋
を
か
け

て
三
人
一
組
で
仕
事
を
し
た
。
一
人
が
サ

キ
ヤ
マ
（
先
山
）、
一
人
が
オ
オ
ワ
リ(

大

割
り) 

と
コ
ワ
リ
（
小
割
り
）、
そ
し
て

も
う
一
人
が
ケ
ズ
リ(

削
り) 

を
す
る
。

一
丸
は
四
斗
樽
に
す
る
と
六
個
分
に
な

る
。
丸
師
の
う
ち
割
り
方
と
削
り
方
は
、

二 

人
一
組
で
一
日
一
〇
丸
作
る
の
が
標

準
の
仕
事
量
で
あ
っ
た
。

　
木
は
春
に
伐
採
し
、
現
場
で
四
ヶ
月
ほ

ど
乾
燥
さ
せ
る
の
で
、
七
月
の
梅
雨
が
明

け
る
頃
に
は
山
に
入
り
、
正
月
ま
で
盆
と

秋
祭
り
の
ほ
か
は
家
に
帰
ら
な
か
っ
た
。

賃
金
は
他
の
山
仕
事
に
比
べ
て
高
額
で
あ

り
、
黒
滝
村
で
は
ほ
と

ん
ど
の
男
子
は
学
校
を

卒
業
す
る
と
弟
子
入
り

し
、
丸
師
で
な
い
と
ハ

ン
ソ
ク
モ
ン
（
半
人
前

の
意
）
と
揶
揄
さ
れ
た

と
い
う
。

　
職
人
は
吉
野
郡
内
だ

け
で
な
く
、
ク
ニ
イ
キ

（
国
行
き
）
と
い
っ
て
、

東
北
や
北
陸
、
山
陰
、

四
国
、
九
州
な
ど
日
本
全
国
に
出
稼
ぎ
し

た
。

山
村
に
つ
い
て

　
吉
野
で
多
く
の
お
年
寄
り
と
お
話
を
し

て
い
る
と
、
若
い
頃
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
仕

事
を
経
験
し
、
年
中
出
稼
ぎ
に
行
っ
て
い

た
と
い
う
話
を
よ
く
聞
く
。
山
村
と
い
う

と
い
い
意
味
で
自
給
自
足
、
悪
く
言
え
ば

交
通
の
便
が
悪
い
た
め
に
閉
鎖
的
で
あ
る

と
の
イ
メ
ー
ジ
を
多
く
の
人
が
持
っ
て
い

る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
平

野
部
の
水
田
耕
作
的
な
モ
デ
ル
（
こ
れ
さ

え
も
大
和
朝
廷
の
よ
う
な
中
央
集
権
国
家

が
目
指
し
た
「
文
明
」
で
あ
ろ
う
）
を
山

村
に
あ
て
は
め
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　
黒
滝
村
の
樽
丸
は
、
灘
や
伊
丹
で
の
酒

造
業
の
技
術
革
新
、
清
酒
の
江
戸
へ
の
大

量
輸
送
・
消
費
と
い
っ
た
全
国
的
な
流

通
・
消
費
シ
ス
テ
ム
と
直
接
的
に
結
び
つ

い
て
発
展
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
山
村
は

常
に
人
が
行
き
交
う
解
放
さ
れ
た
場
所
で

あ
り
、
都
会
の
情
報
を
い
ち
早
く
取
り
入

れ
る
こ
と
に
積
極
的
で
あ
っ
た
。
丸
師
の

出
稼
ぎ
も
「
技
術
」
を
輸
出
す
る
こ
と
で

あ
り
、
そ
こ
に
は
山
の
生
活
か
ら
得
ら
れ

た
自
然
に
対
す
る
知
識
、
民
俗
の
知
恵
が

凝
縮
さ
れ
て
い
る
。

森
本
　
仙
介
（
奈
良
県
教
育
委
員
会
文
化
財
保
存
課
主
査
・
民
俗
文
化
財
担
当
）

黒
滝
村
の
樽
丸
に
つ
い
て

（※）【有形民俗文化財指定に至るまで】
　「黒滝の樽丸製作用具」の大半は 1990 年前後に

黒滝村によって収集されたものであり、今回の文
化財指定は樽丸の製造工程を体系的に説明できる
民具コレクションとして評価された結果である。
　指定の決め手は、資料の履歴書とでも言うべき
調査票が当時黒滝村教育委員会におられた日浦義
文氏を中心に記述、整理されていたことであり、
昨年度、樽丸製造の記録映像の作成とともに民具
と調査票の再整理が村の教育委員会によってなさ
れていた。
　そもそも民具資料（有形民俗文化財）の「価値」
はフィールドワークによる民俗誌データの有無、
精粗により左右される。つまり、有形といえども
民俗文化財の場合にはバックグラウンドとして無
形民俗のデータが必要なのである。
　民具資料とは、それをとりまく村の生活や身体
によって伝承されてきた職人の技術と切り離すこ
とができないものなのである。
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